
第 2学年道徳指導案 
日 時 平成１６年 9月 ９日（２校時） 
児 童 2年（男子8名 女子１３名）計２１名 
指導者 古  里   洋  子 

 
１ 主題名 かぞくのために（ 家族愛４－（２） ） 
２ 資料名 サバンナの子ども 
３ 主題設定の理由 
（１） 価値について 
  学習指導要領第3節、道徳の第１学年及び、第2学年の内容４「主として集団や社会とのかかわりに関する
こと」の（２）に「父母、祖父母を敬愛し、進んで家の手伝いなどをして、家族の役に立つ喜びを知る。」とあ

る。家族集団とのかかわりに関するものであり、家族や家庭を愛する心をもった児童を育てようとする内容項

目である。主に、「第３学年及び第４学年」では４の（３）に発展し、「第５学年及び第６学年」では、４の（５）

に発展している。 
  児童の道徳の基盤は家庭にあるといってよい。その家庭において身につける道徳性が、様々な集団とかかわ

りの基盤を築くといえよう。家族一人一人について理解を深めれば、父母や祖父母を敬愛する心が一層強くな

る。また、自分の立場や役割を知ることから、積極的に家族の役に立とうとする精神が芽生えるとともに、家

族の一員として役に立つ喜びが実感できるようになる。このような家族や家庭を愛する心の指導が大切である。 
  この段階においては、特に日ごろの父母や祖父母の様子を知ることから敬愛の念を育て、家の手伝いを行っ

て積極的に家族と交わり、家族に一員として役に立つ喜びが実感できるように指導していくことが大切である。

なお、父母や祖父母と同居していない児童に対しては十分な配慮が必要である。 
 
（２） 児童の実態 
  ほとんどの児童は、祖父母、両親と同居しており、核家族は少ない。家庭でのお手伝いの実態について、毎

日決まったお手伝いがある児童は、８名。時々手伝う児童は、６名。頼まれればお手伝いをする児童は、７名

であった。全く手伝いをしない児童はいなかった。その手伝いの主な内容は、食器あらいおふろあらい、弟妹

の世話、洗濯物をたたむことであった。酪農家が多い地域なので、子牛の世話をしている児童も数名いた。ま

た、お手伝いをして、おうちに人に感謝の言葉やほめてもらった経験がある児童は、半数いた。しかし、お金

をくれるからお手伝いをすると答えた児童も２名いた。お手伝いは大変だけど、家族が喜んでくれたりほめて

くれるとお手伝いの意欲につながるという意識調査の結果が出ている。全体的に家でのお手伝いはよくなされ

ており、自分にできるお手伝いをもっとしたいと考えている児童が多い。この時期、まだお手伝いはなんでも

やってみたいという好奇心からくるものと考えられる。お手伝いが家族のためになっていることに気づいてい

る児童は少ない。家族が喜んでくれるのはうれいしが、どうして喜んでくれるのか分からないというのが今の

実態である。 
 
（３） 資料について 
  日本とは全く異なる気候、地形、電気も水道もない生活は、２年生の児童にとっては想像できない暮らしだ

と思われる。アフリカのサバンナ地方で暮らす人々の生活風景のVTR、あるいはそれに関する写真や本などを
有効に活用し、実感的な理解が得られるように工夫する。 
  ラジャブの仕事は、毎朝牛を草原に連れて行くこと。お姉さんの仕事は、共同井戸まで水を汲みにいくこと

である。共同井戸の水を村人はとても大切に使われていること、その水を今度はラジャブが学校から帰って来

てから汲みに行き、夕食後ラジャブが汲んできた水を沸かして、家族全員でチャイを飲みながら1日のことを
語り合う、という内容である。ラジャブは大変な仕事を1度も嫌がったことはなく、毎日続けられるのはどう
してかなど、家族愛の大切さに気づかせたい。 
  外国の話であり、しかも生活環境が全く異なり、理解するのに難しい面もあるが、現実の話として受け止め

させたい。 
 
（４） 指導にあたって 
  導入では、毎日児童が家族のためにどんな手伝いをしているかを話し合う。そして、お手伝いをしたとき、



家族からどんな声をかけてもらい、どんな気持ちのなったかを発表させたい。次に、サバンナ地方がどんなと

ころか、資料に写真をサバンナのくらしや生活について自分たちの生活と比べながら具体的に想像させたい。   

展開では資料に出てくる「ラジャブ」は毎日どんな手伝いをしているか、その手伝いが大変な仕事であるにも

かかわらず「ラジャ」は、なぜ全く苦にならないのかを考えさせたい。そして、「ラジャブ」の水汲みの仕事が

家族みんなのためになっていること、家族に大変感謝されていることが「ラジャブ」の気持ちを支えているこ

とに気づかせたい。特に、「ラジャ」が入れた紅茶を家族がそろって飲む場面では、どんな会話をしているのか

を考えさせて、家族の役に立つ喜びを実感できるようにしたい。終末では、保護者からの手紙を紹介し、家族

の大切やお手伝いをしようとする意欲を持たせたい。話し合いでは、ラジャブの仕事が家族を支え、家族の喜

びにもなっていることを児童の体験を通して考えさせたい。 
 
４ 本時の指導 
（１） ねらい 
  父母を大切にし、進んで家の手伝いなどをして、家族の役に立つ喜びを自覚させる。 
 
（２） 評 価 
  父母を大切にし、進んで家の手伝いなどをして、家族の役に立つ喜びを自覚しようとしている。 
 
（３） 展 開 
 
 

学習活動と主な発問 
・支援（指導上の留意点） ○ 評 価 
☆人権教育の観点から強調したり、留意したりす

る点 
 
導

入 
５ 
分 

 
１ 家でどんなお手伝いをしているか、事前のアン

ケートから想起する。 
○ みなさんは、どんなお手伝いをしていますか。

 
・日常のお手伝いについて思い出させたい。 

 
 
 
 
 
 
展 
 
 
 
 
 
 
開 
 
 
 
 
３

０

分 

 
２ 資料「サバンナの子ども」を読んで、家族やお

手伝いについて話し合う。 
 
 
 
○ 感想を発表しましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
○ ラジャブは、毎日水汲みに行くのはどうしてで

すか。 
 
 
 
○ 大変な水汲みを１度もいやがらないのは、どう

してだと思いますか。 
 

 
・外国の暮らしなので、アフリカやサバンナ地方

の様子や位置など資料を掲示する。 
・資料に「ひしゃく２杯」とあるが、実物を提示

し、ひしゃく２杯がどれだけの量か視覚的にと

らえさせる。 
・児童の感想から、ねらいとする価値へ方向付け

る。 
・水汲みがどんなに重労働なのか、その大変さを

しっかり考えさせたい。 
・「ラジャブがかわいそう」という感想が出され

て時は、本当のかわいそうなのか子どもたちに

話し合わせたい。 
 
・大変な水汲みを毎日続けられるのは、家族の一

員として役に立っていることへの喜び、家族そ

ろって語り合うときの安堵感や幸福があるか

らであることを押える。 
 
・水がないと家族が困ることや他の家族には違う

仕事があること、家族みんなで助け合って生活

していることを児童から引き出したい。 



 
○ 家族がそろってチャイを飲んでいるとき、ラジ

ャブは家族からどんな声をかけてもらっている

と思うか、想像して書いてみよう。 
 
 
 
○ 家族の役にたっていると思うときはどんなとき

ですか。また、そのとき、どんな気持ちでした

か。 
 
 
 

 
・家族からラジャブへの感謝や労をねぎらう言葉

をかけてもらっていることを考えさせたい。 
・家族の大切に気づかせたい。 
☆家族の喜びや大切さに気づき発表した児童を

認め、賞賛する。 
 
・お手伝いをすることで家族みんなが喜んでくれ

ることに気づかせたい。それによって自分もう

れしくなることをおさえる。 
○課題について自分の考えを持つことができた

か。 
☆自分の考えと友だちの考えをくらべながら発

言している児童を認め賞賛する。 
 

 
終

末 
 
１

０

分 

３ 親の手紙を紹介する。 
 
 
４ 家族ついて自分の考えを発表する。 
○ これから家族のためにどんなことをしたいです

か。 
 
５ 今日の学習を振り返る。 
○ 今日の学習で友だちの考えでいいなと思ったこ

とはどんなことですか。 
 

・保護者の方からの手紙を紹介し、お手伝いをし

ようとする意欲を持たせる。 
 
・お手伝いを通して家族愛について考えさせた

い。 
 
 
・ 友だちのよさやがんばりを認め合う場を設定

しお互いのよさを学び合わせる。 
 
☆ 友達の良さを認めることができた児童を賞

賛する。 
○ すすんで手伝をして、家族の役に立つ喜びを

自覚しようとしているか。 
 

 



資料分析 
 
１ 主題名 かぞくのために 
２ 資料名 サバンナの子ども 
３ ねらい 父母を大切にし、進んで家の手伝いなどをして、家族の役に立つ喜びを自覚させる。 
４ 場 面 

  アフリカのサバンナで生きているラジャブの生

活と仕事（手伝い）を紹介している場面。  
 キウオ村では水を大事に使っていること、その水汲みをラ

ジャブが１度もいやがったことがない場面。 
  ラジャブが汲んできた水で夕食後、チャイを

飲んで、家族みんなで語り合う場面。 
 
 
５ 主人公の心の動き 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

・ 家の仕事（手伝い）は、みんながやっているか

ら、大変だけれども仕方がない。 
・ ぼくが仕事をしないと、みんなが困る。 

 
 
・ 水汲みは、家族みんなの役に立っている。 
・ 大変だけど、家族が喜んでくれるから毎日続けられる。

・ ぼくが汲んできた水でおいしいチャイを飲むのが、楽し

いし幸せだ。 

 
 
・ 家族みんなといられてうれしい。 
・ みんなでおいしいチャイを飲んでいるとき

が、幸せ。 
・ 明日も水汲みをがんばろう。 

 
 
６ 期待する児童の反応 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 ・ 家族みんなが困る。 
・ 今日もおいしいチャイが飲みたい。 
・ 家族みんなの喜ぶ顔が見たい。  

・ 家族みんなのためになっている。 
・ 自分が汲んできた水が家族みんなに喜ばれている。 
・ 水汲みは、ぼくの仕事だ。 
・ ぼくが汲んできた水でチャイをおいしそうに飲むのが

うれしい。 

 
 
・ ラジャブのおかげで今日もおいしいチャイ

が飲むことができる。ありがとう。 
・ ラジャブの水を汲んできてくれるから、本

当にありがたい。 
・ 毎日、ありがとう。 

 
 
７ 基本発問 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  ・ ラジュブは、毎日どんな気持ちで手伝いをして

いるのだろう。 
  

・大変な水汲みを１度もいやだと思わないには、どうしてだ

ろう。 
 

・チャイを飲んでいる時、家族はどんな話をし

ているのだろう。 

 



                                                                       

座 席 表 

 
 
 
 
                                     

Ｋ 
・毎日お手伝いをする。 
・茶碗洗い、風呂洗い、米とぎ 
・お手伝いをすると、家族みんなが

喜んでくれる。学級で１番お手伝い

をしているので、その頑張りを認

め、賞賛する。 

 

Ｊ 
・おうちの人に「手伝って」と言わ

れればやる。 
・皿洗い 
・お手伝いをすると家族が喜んでく

れる。そのわけを考えさせたい。 

Ｎ 
・毎日お手伝いをする 
・洗濯物をたたむ、お茶碗を用意

する。 
・自分ができるお手伝いをもっと

やりたいと考えている。お手伝い

の範囲が広がっているので、自分

が家族の役にたっていることに気

づかせたい。 
Ｉ 
・「手伝って」といわれればやる。

・ほうれん草の水やり 
・お手伝いが終わるとまたやりたく

なる。なぜ、そんな気持ちになるの

か気づかせたい。 

Ｍ 
・１週間に２，３回 
・お風呂洗い、洗濯物をたたむ。

・お手伝いをすると家族がとても

喜んでいることに気づかせたい。

Ｈ 
・１週間に２，３回 
・お風呂洗い、牛のえさやり 
・自分は、家族の役に立っているこ

とに気づかせたい。 

Ｌ 
・毎日、お手伝いをする。 
・ダンボールの箱つくり 
・お手伝いをするとお金をもらえ

る。家族の大切さに気づかせたい。

Ｒ 
・「手伝って」といわればやる。 
・お店の手伝い 
・お母さんから「ありがとう」といわ

れるのがうれしいと感じている。家族

のために役に立っていることに気づ

かせ、お手伝いが継続的にできるよう

に支援する。 

 

Ｑ 
・「手伝って」と言われれば、やる。

・玄関の掃除、皿洗い 
・お母さんから「ありがとう」と言っ

てもらえるのがうれしい。お手伝いに

関心や意欲が高まってきているので、

継続的にお手伝いができるように支

援する。 

Ｕ 
・毎日お世話をする。 
・妹のお世話 
・家ではいろいろお手伝いをして

いる。直接家族に感謝のことばは

言われていないが、家族はとても

助かっていることに気づかせた

い。 
Ｐ 
・毎日お手伝いをする。 
・弟妹のお世話、皿洗い 
・お母さんが手伝いをするとほめてく

れる。いろいろなお手伝いができると

うになったので、さらに意欲を持たせ

る。 

Ｔ 
・１週間に２，３回 
・食器洗い 
・お手伝いをするといっぱいお母

さんがほめてくれる。ほめてもら

った時のうれしい気持ちを思い

出させ、継続的にできるように支

援する。 
Ｏ 
・１週間に２，３回お手伝いをする。

・弟のせわ、お風呂にお湯を入れる。

・お風呂にお湯を入れると、おうちの

人が喜んでくれる。自分も家族に一員

であることに気づかせ、意欲を持たせ

る。 

Ｓ 
・毎日、お手伝いをする。 
・米とぎ、テーブルふき 
・お手伝いをすることは楽しい。 
更なる意欲を持たせたい。 
 

Ｄ 
・毎日お手伝いをする。 
・米とぎ、お風呂洗い、食器の用意

・お手伝いをするとお金を１０円も

らえる。お手伝いは、金銭を伴なら

ないものであることに気づかせた

い。 

 

Ｃ 
・毎日、お手伝いをする。 
・子牛にミルクをやる。肩もみ 
・お母さんの疲れた顔を見てお手伝

いをしようと思った。家族が互いに

助け合って生活していることに気

づかせたい。 

Ｇ 
・１週間に２，３回 
・食器洗い、片付け、花の水かけ 
・お手伝いを通して家族の大切さや

思いに気づかせたい。 
 

Ｂ 
・１週間に２，３回 
・お風呂洗い、皿ふき 
・「ありがとう」と言ってもらえる

のがうれしい。自分から進んでお手

伝いをしようとする意欲を持たせ

る。 

Ｆ 
・１週間に２，３回 
・子牛にミルクをあげる 
・子牛のお世話をがんばっているの

で、家族がとても助かっていること

に気づかせたい。 

Ａ 
・１週間に２，３回 
・弟の子守 
・お手伝いをして家族にほめてもら

えるのがうれしいと感じている。継

続的なお手伝いができるように意

欲を持たせる 
 

Ｅ 
・１週間に２，３回 
・食器洗い、掃除 
・学級でも熱心に仕事をする。お手

伝いを通して家族の大切さに気づ

かせたい。 

 
 
 

                                                  教 卓 
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